
β-Catenin/T-cell factor-4 (TCF4)転写複合体の
標的遺伝子・タンパク質の機能解析

Mdr1とApcの複合遺伝子変異マウスはコントロールマウスに比較して、
腸管ポリープの形成が半減し、Sf1+/-マウスはコントロール (Sf1+/+）に比

して、大腸発がん誘導剤であるアゾキシメタンに対する感受性が有意に
亢進していた。


